




























































































































































































の出現頻度と Grade （CTCAEv4.0-JCOG）は、 Grade2 ： 0 例（0%）
Grade1：19例（29%）Grade0：47例（71%）不使用患者13例における爪障
害の出現頻度は、Grade2：0例（0%）Grade1：10例（77%）Grade0：3例
（13%）であった。爪障害が原因で治療を中断した症例はなかった。重篤な副
作用はなかったが、冷却による接触性皮膚炎を1例に認め、その対策としてチ
ェックリスト・使用手順・同意書などを作成して使用している。
【結語】フローズングローブ・ソックスによる冷却は、安全で有効なドセタキ
セルの爪障害予防対策であると考えられた。
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一般演題・口演
